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（論文内容の要旨） 
 
 イタリア中部トスカーナ州のシエナは、ランゴバルドおよびフランクの支配下でローマとアペニン以
北を繋ぐ主要な通行路となったフランチジェナ街道上に位置したことから、中世後期に急速に発達した
都市である。本研究では、都市共同体の美意識が都市空間に主体的に表出する様を建築単体の芸術性も
含めて「都市美」と捉え、中世後期シエナの都市美の表象として以下の３点を明らかにすることを目的
としている。 
① 都市内外の聖堂建築の比較を通して、コムーネ成立後の12・13世紀には司教座聖堂が唯一都市のシ
ンボルであり、芸術的表現は大聖堂に集中していたこと。 
② 世俗建築の形式の変化と分布から、12世紀半ばに都市に包含された区域が新たな中心となり、意匠
性を獲得したパラッツォによって固有の都市景観が形成されたこと。 
③ 13世紀後半のノーヴェ政府の統治下、都市のシンボル的建築だけでなく、私的なパラッツォが構成
する街並みまでが都市美の表象として認識されたこと。 
 論文の構成は、第１章を序論、第２章から５章までを本論、第６章を結論とした。 
 
 第２章「住宅建築の分布と中世都市の構造」では、市壁の建設過程と住宅建築の年代ごとの分布状況
から、丘上都市であるシエナの形成過程を検証し、本研究を通じて参照すべき都市の形成段階の指標を
提示した。 
 シエナは丘上都市であるために市壁の建設が断続的であり、市壁の痕跡が必ずしも都市の範囲を表し
ていない。そこで、中世後期の住宅建築を年代ごとに分類し、その分布を市壁の建設過程と比較するこ
とで、11世紀から14世紀にかけての中世後期シエナの都市形成の段階ごとの都市構造を分析した。その
結果、塔状住宅は12世紀半ばの市壁と同様に尾根筋に分布しているが、市壁外のボルゴの形成も示して
おり、それらのボルゴが次の市壁の建設で都市内に包含されたこと、13・14世紀のパラッツォの建設は
大きな都市構造の変化をもたらしてはいないことを明らかにした。 
 第３章「聖堂建築にみる都市の諸相」では、キリスト教会が宗教上の拠点としてだけではなく、都市
形成の各段階において重要な役割を担っていたことを示し、聖堂建築の様態に現れる都市の諸相を論じ
た。 
 年代ごとの教会施設の分布を第２章で明らかにした都市形成の各段階と対照することで、教会施設が
市壁に先駆けて設立されてボルゴ形成の核となったことを示し、教区教会・修道院・オスペダーレの設
  
立が示す都市の様態を明らかにした。聖堂建築の分析からは、都市共同体のシンボルとしての司教座聖
堂の芸術的優位性を示した。司教座聖堂には地域固有の建築的特徴が表れているが、シエナ領内のフラ
ンチジェナ街道沿いに点在する大修道院にはフランスの聖堂建築の影響が見られ、都市内の聖堂建築に
はむしろこれらの修道院聖堂との共通点が指摘できた。12・13世紀のシエナには教会施設を中心に複数
のボルゴが形成されたが、都市のシンボルとしての関心はもっぱら司教座聖堂に集中していたことを明
らかにした。 
 第４章「世俗建築の意匠性」では、尾根沿いの主要道路に沿って分布するパラッツォ建築のファサー
ド構成に対する考察をもとに、聖堂建築以外の世俗建築が意匠性を獲得して、それが都市内に流布して
いく様態を明らかにした。 
 シエナの住宅建築のファサード構成要素の抽出とそれに基づく類型化を行い、塔状住宅に用いられた
カヴェルノーゾが有力家族のパラッツォのファサードに限定して使用され続けるなど、住宅建築のファ
サードが13世紀後半には意匠性を獲得していたことを示した。ファサードの装飾的構成要素の分布は、
枢軸道路であるバンキ・ディ・ソープラ通りに集中しており、新たな都市のモニュメントであるパラッ
ツォ･プッブリコは、そのような装飾的構成要素を集成しながら、規模と質の高さおよび前面のカンポ広
場の整備によって都市コムーネの象徴に相応しい意匠性を獲得したといえる。 
 第５章「都市景観概念の成立」では、13世紀半ば以降に編纂された都市条例にみられる建築および都
市空間に関連する条文を検証した。 
 1262年の都市条例には、通りの整備として直線化と拡幅、舗装が規定されているが、個々の有力家族
の利益を損ねる直線化と拡幅の実現は困難であった。一方、ノーヴェ政府の治下でラテン語から初めて
俗語に訳された1309-1310年の都市条例からは、過去の都市条例を踏襲しつつ、採光・通風に有利なカン
ポ広場に面した建物のファサードのバラトーイオの禁止やポリフォラの義務化など、公共空間を機能性
だけではなく美観的視点から整備しようとする意図が読み取れた。都市の「美」に言及した条文もあり、
都市空間そのものが都市共同体の芸術的表現の対象になり得るという都市景観概念の萌芽を見ることが
できた。 
 
 各章で得られた知見をまとめると、中世後期シエナにおける都市美の表象の様態は次の３つの段階に
別けることができた。１つ目は都市が司教を頼って自治を獲得した段階であり、司教座聖堂のみが都市
統合のシンボルであった。２つ目は共和制が確立した時期であり、有力家族のパラッツォの意匠性によ
って都市の枢軸道路沿いには美しい都市景観が実現するが、この段階における都市美は個別の美意識の
集積による偶発的なものであった。３つ目はノーヴェ政府が誕生してからの都市整備であり、大聖堂と
パラッツォ･プッブリコのような都市のシンボルと共に、通りと広場すなわち公共空間の整備が美的観点
からも都市共同体に資するという明確な意識を確認することができた。 
 中世後期のシエナにおいて実現された都市美は、司教座聖堂が都市のシンボルとして獲得した建築言
語が世俗建築である住宅建築に翻訳されて、シエナの経済的繁栄を支えた商人階級に継承されたことに
よって生み出されたのである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本論文は６章からなり、第１章を序論、第６章を結論としている。その中の４つの章は、まず第２章
で住宅建築の分布と中世都市の構造の関係を述べた後、大きくは聖堂建築と世俗建築に分けて論が展開
していく。前者は第３章にあたり、聖堂建築にみる都市の諸相を述べ、後者は第４章、第５章に相当し、
世俗建築の意匠性と都市景観概念の成立を各々述べている。 
 以上の構成と流れをもった本論文はまず研究目的に直結する下記の３つの仮説から始まっている。１．
  
コムーネ成立後の12、13世紀には司教座聖堂に芸術的表現が集中した。２．同時期、意匠化したパラッ
ツォが都市景観の成立に貢献した。３．13世紀後半には私的なパラッツォに至るまで意匠化が進み都市
美を表象させる景観が形成された。 
 本論文のタイトルにある都市美だが、冒頭において「都市共同体の美意識が都市空間に主体的に表出
している様相」と定義されている。上記の３つの仮説は、都市美の表象のあらわれ方の同時性と段階を
意識したものと考えられる。以下、第２章、第３章、第４章の論点と明らかになった点を検討してみる。 
 第２章「住宅建築の分布と中世都市の構造」では、住宅建築の年代を分類しその分布を精査すること
と、その分布と市壁の建設過程とを比較する方法によって、市壁の位置の変化だけからは得られない正
確な都市形成過程を検証し明らかにした。 
 第３章「聖堂建築にみる都市の諸相」では、都市形成過程における聖堂建築の分布を調べ、聖堂の建
設がその後の新興地区（ボルゴ）の形成を促し、市壁がその後になってつくられていく様相を明らかに
している。このような一般の聖堂建築と都市形成の関係とは別に、都市の一大シンボルとしての司教座
聖堂に共同体の関心が集中する傾向も示されている。 
 第４章と第５章は聖堂建築以外の世俗建築と、都市景観概念の成立が論究されている。第４章「世俗
建築の意匠性」では、世俗建築が意匠化し都市全体に流布していく状況に着目し、その実態を明らかに
している。また都市共同体のシンボルとなる市庁舎（パラッツォ・プッブリコとマンジャの塔）は前面
のカンポ広場と共に世俗建築の意匠性の到達点であることを示している。 
 第５章「都市景観概念の成立」では、史料として13世紀中頃以降の都市条例集を精査し、都市空間に
関わる条文を抽出し検討している。条文の中に都市の「美」に言及した箇所を発見したことは重要であ
る。また具体的には、13世紀中ごろの条例にある、道路の直線化と拡幅、舗装に対して有力貴族が抵抗
したため実現しなかったことなど、中世の現実社会の様相に光が当たり興味深い。またカンポ広場に面
する建物に対する厳しい規則の実態も明らかになり、公共空間を美的視点から整備しようとする強い力
が都市共同体の中で働いていたことが示されている。 
 この章は論文全体の中で重要な位置を占め、具体的な調査分析結果と当時の条例のすり合わせを試み
ようとする姿勢は高く評価できる。得られた結果も史料的限界を考えると十分なものといえよう。 
 結論としては、３段階でシエナの都市美の表象が展開したことを政治史と関連付けて述べている。１．
司教支配下の自治都市の段階では司教座聖堂のみが都市美を表象するシンボルであった。２．共和制下
では有力上層市民が競ってパラッツォを建設し都市景観形成への意識が生じた。３．ノーヴェ政府下で
は、司教座聖堂と市庁舎・カンポ広場の美とシンボルを意識した都市整備が行われ、都市景観概念の萌
芽がみられた。 
 以上、論文審査委員会は全体の構成と流れ、各章の研究成果を検討した結果、研究において終始、実
証的態度を貫いたことを高く評価し、論文博士の学位取得にふさわしい内容をもつ論文であると認めた。
日本建築学会の厳しい審査を経た論文も、1997年、2003年、2005年、2011年と４本通っていることから、
学界全体からみた評価も十分なものであると判断した。委員長、主査、副査、外部副査全員の一致で合
格とし、論文博士の学位を授与することを決めた。 
 
 
